
（別紙３）

～ 令和  8年　  月　     日

（対象者数） ０名 （回答者数） ０名

～ 令和 8年　２月　１５日

（対象者数） ８名 （回答者数） ８名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子ども達のその日の状態・様子にあわせて都度変更を

考慮しながら適時対応をしていきたいと思っていま

す。

2

障害特性に関する外部研修に参加する機会を増やした

り、お互いの強みを引き出せるようにしていきたいと

思っています。

3

利用時だけではなくご家庭でも目標に向けて取り組ん

でいくことが出来るようにしていきたいと思っていま

す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
子どもの居ない時間帯に交流会のみの保護者会を開催

するなど、改善を検討していきます。

2
保護者の方の要望を伺いながら、何かしら交流の方法

などを検討していきます。

3

子ども一人ひとりに合わせた支援を探るため、視覚支

援だけではなく多感覚に対応した環境作りを進めてい

きます。

プリントや作業などは利用者様に合わせて適時用意する

ようにしています。

プリントや作業活動は子供たちの発達に合わせた内容に

なるように、いくつものパターンを想定しての準備を

行っています。そのうえでさらに個別を考慮した支援を

目指して工夫をしています。

○事業所名 ルック未来びさい（児発）

○保護者評価実施期間 令和    8 年　  月　   日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和 8年　1月　１５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和 8年　２月　２０日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

子育て経験のある女性指導員が経験を生かした支援が出

来る事や、穏やかな雰囲気が児童にとって過ごしやすい

空間になっている。

配置基準を上回る人員体制を取り、職員の専門性と子育

て経験を活かしての支援を提供して、安全で質の高い支

援を心がけて行い過ごしやすい空間と雰囲気になるよう

にしています。

到達目標を設定して日々の振り返りとして帰りの会前に

スタンプカードにスタンプを押してその日の到達状況を

親御さんが確認する事ができる。

保護者の意向を盛り込んで月の目標を設定し、指導員の

声掛けや自身の気付等によりスモールステップで目標達

成に向けて短い時間でも取り組みを続けていけるように

しています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者同士の交流の機会がない。

交流の機会を求める声はありますが、難しいのではない

かとの声も上がっています。保護者も一緒に参加できる

ような活動を考えてはいますがなかなか難しいです。

障害のない子供との交流や地域住民との交流・連携する

機会がない。

近隣の保育園等との交流や地域住民の方々、子どもと活

動する機会がありません。

心のバリアフリーの不足。

視覚支援などの工夫はしていますがさらなる環境の整備

が必要です。子供一人ひとりに合わせてより具体的な支

援環境が求められています。

事業所における自己評価総括表公表


